
令和元年度　三股町立三股中学校　学校評価シート

【学校の教育目標】　知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな生徒の育成

指標別 総合

「わかる・できる」授業の構築
生徒・保護者・職員の授業評価結
果3.0以上

○　「みまたんモデル」の推進
○　教育研究所と連携したＩＣＴ教育の推進
○　重点支援校訪問を通した授業力向上

生徒　４（８４．５％）
 保護者　４（９１．５％）
 職員　４（９５．７％）

4

基礎的な知識・技能の定着
学力・実力テストの結果地区・県平
均以上

○　放課後学習を通した支援
○　学習コンクールの実施

ｺﾝｸｰﾙ
 生徒　４（９１．０％） 3

家庭学習の充実
学力・実力テストの結果地区・県平
均以上

○　「家庭学習の手引き」の周知と活用
○　復習課題の工夫・宅習時間の確保

手引きの活用
　生徒　３（５１．３％）
　保護者　２（３９．８７％）
　職員　１（１５．３％）

1

読書活動の推進と読書量アップ 読書冊数、一人年間５０冊 〇　図書室からの広報活動の実施
生徒　３（６０．０％）
保護者　２（３０．５％） 2

文教のまち三股の伝統教育の推
進

保護者・生徒・教員のアンケート結
果３．０以上

○　あいさつ・校門での一礼
○　無言清掃
○　自主的・自発的な生徒会活動の活性化

あいさつ　保護者　４（８８．６％）

生徒会　生徒　４（９２．３８％）
あいさつ　職員　４（９７．８２％）
生徒会　職員　４（９１．３％）

4

いじめ防止対策・不登校生徒等
への対応

不登校率３％以下

○　いじめ防止基本方針の見直し（迅速適切な対
応）
○　月に１度のいじめアンケートの実施
○　教育相談アンケートと相談の充実

不登校数
1年６　2年1０　3年1２
不登校率　３．５％

3

思いやりの心の育成
保護者・生徒のアンケート結果３．
０以上

○　合理的な配慮を考慮した特別支援教育の充実
○　全教育活動を通した道徳教育・人権教育の充実
○　合理的配慮を考慮した特別支援教育の充実

生徒　４（８８．１％）
保護者　４（９３．６％） 4

交通安全指導や安全点検の徹
底

保護者・生徒・職員のアンケート結
果３．０以上

○　通学路の安全確認・登下校指導
○　安全点検や授業、部活動でのケガ予防

生徒　４（９９．４％）
 保護者　４（９０．６％）
 職員　３（５２．２％）

3

危機管理意識の高揚
保護者・生徒のアンケート結果３．
０以上

○　予告なしの避難訓練の実施・防災教育の実施
○　ＳＮＳ普及の対応と、情報モラル教育の充実

SNS
 生徒　４（９８．１％）
 保護者　４（９５％）

3

主体的な体力向上や健康意識の
育成

保護者・生徒・職員のアンケート結
果３．０以上

○　立腰指導
○　栄養教諭と連携した「弁当の日」の実施
○　部活動における休養日の推進

立腰
 生徒　４（８１．２％）
運動
 保護者　４（７５％）
 職員　４（９５．７％）

3

地域と共にある学校づくり 保護者・職員からの評価3.0以上
○　学校ホームページの内容充実
○　地域行事への生徒の積極的な参加
○　各種通信などによる情報提供の充実

通信・HP
 保護者　４（８９．２％）
 職員 ４（９７．８３％）

4

地域教育資源の活用と地域への
貢献

生徒のアンケート結果３．０以上
○　三股っ子の会・パノラママラソン等への参加
○　「みまたいむ」での地域とのかかわり
○　地域への貢献活動の実施

地域
 生徒　３（５８．３％） 3

家庭・地域との信頼関係の構築
保護者・職員のアンケート結果３．
０以上

○　魅力ある学校参観日の計画と運営
○　学校安心メールの登録推進と内容充実

参観
 保護者　４（８１．５％）
　職員　４（８２．３％）

4
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評議員
コメント

○　教職員の授業へ
の工夫改善が見られ
る。
○　不登校生は学校
全体で取り組んで欲
しい。
○　学習の手引きを
有効活用し、家庭で
の学習の仕方を保護
者にも理解してもらう
必要がある。
○　生徒の授業態度
は良いと感じている。

○　学校生活は大変
落ち着いている状況
である。
○　生徒の問題行動
が少なくなったのは、
学校の組織体制が
充実しているからだ
と感じている。

○　部活動の好成績
は、地域のとっても大き
な励みとなる。
○　今後も学校は、情
報モラル教育に尽力し
てもらいたい。
○　ＳＮＳ上のトラブル
等については、家庭及
び関係機関との連携を
図る必要がある。学校
だけでは対応できない
問題である。

○　地域から様々な
イベント等に対しての
協力依頼がある。そ
れだけ学校に対する
信頼が厚い。
○　さらに職員の働
き方の改善を行い、
授業力向上及び生
徒と向き合う時間の
確保に努めて欲し
い。

3
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3

○　交通指導は機会あるごとに常時行ってき
た。一部の生徒の状況が、地域からの通報等
につながっている。
○　学校は「携帯電話の所持を推進しない」と
保護者には通知している。しかし、所持率は減
少せず、SNS等でのトラブルが学校生活にも大
きく影響している。家庭との連携が必要であ
る。
○　毎年、部活動は好成績を収めている。担当
職員と生徒の努力の賜である。
○　本年度よりリフレッシュデー（毎週水曜日）
を設定し、定期的な部活動休養日につないで
いる。

4
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4

○　HPの閲覧数が１４万５千人を超えている。
また、必要に応じて安心・安全メールを発信し
ている。
○　様々な地域の行事に、生徒はボランティア
として参加している。主催者側からも高い評価
を得ている。
○　校長通信は校内のみならず地域にも発信
している。また、学級通信等も定期的に発信し
た。
○　「働き方改革」については、継続的に保護
者・地域へ発信していく必要がある。

1
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2

○　「わかる・できる」授業の構築が改善されて
きたように思われる。特に今年度から重点支援
校訪問を受け、１４名の教員が、年間を通して
県・町教育委員会の方々から支援をいただい
た。この取組が授業力向上へと繋がったと考え
られる。
○　学習コンクールへの取組は、学級担任の
啓発等により、生徒は熱心に取り組めた。
○　家庭学習の定着及び「学習の手引き」の活
用が充実していない。その結果がテスト等にも
表れている。
○　読書推進に取り組んではいるが、読書量
の増加には至っていない。
○　今後も授業力向上は継続していかなけれ
ばならないが、「応用力」の向上に繋がる「読解
力」の向上を学校・家庭で取り組む必要性があ
る。

2
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4

○　町で一斉に取り組んでいる郷土教育が完
全に定着してる。その取組が、学校が落ち着い
ている一因でもある。
○　生徒の日常生活において、思いやりをもっ
た言動の数値が高かった。
○　特別支援教育においては、職員研修など
を実施し、知識の習得はもちろんのこと、共通
理解・実践をはかる必要がある。
○　毎月のいじめアンケートの実施、それに伴
う個別指導等は実施できた。不登校の減少
は、関係機関と連携を取りながら、継続した取
組が必要である。

4段階評価　　４　期待以上（７５％～１００％）　　　３　ほぼ期待どおり（５０％～７４％）　　　２　やや期待を下回る（２５％～４９％）　　　　１　改善を要する（０％～２４％）

評価項目 評価指標 具体的数値目標と達成状況 方策・手立て 結果
自己評価

結果の考察・分析及び改善策等


